
栽植密度が最適化
される

課題解決の筋書（ロジックモデル）
ケニア国田植機利用のための育苗技術開発と田植機を活用したビジネス化実証事業

（KiliMOL株式会社／株式会社唐沢農機サービス）

活動 結果
成果

初期（～3年） 中期（～5年）

ヒト：
KiliMOL
唐沢農機
(協力機関)
NIA
MIAD

モノ：
田植機
部品

調査実施の
為の資機材

カネ：
調査・

事業実施・
体制構築・
人材育成
に係る資金

部品の
調達環境が整う

民間事業者が
田植機を購入／
農家が利用する

農家の収入が
増加する

民間による
田植サービス／
育苗サービスが
開始される

田植のスピードが
上がる

田植のコスト
（人件費等）が

下がる

コメの自給率が
上がる

1

2

農家

国民

資源

コメの栽培面積が
拡大する

コメの収量が
増える

田植機の普及台数

10台
田植機の普及台数

160台
田植機の普及台数

40台

農業機械の故障が
減少する

農業生産性が
向上する

農業機械が適切に
整備・修理される

農業機械整備
人材が日本で
育成される

整備人材がケニアで
事業を開始する

雇用が増加する

田植えサービス／
育苗サービスが
拡大普及する

田植えの
労働力不足が
解消される

育苗（マット苗）
の実証実験

田植機を
活用した

田植の実証実験

田植機の
利用方法が
確立される

整備人材の
日本派遣/研修・
インターンシップ

田植機・部品の
調達・販売ルート

の整備

田植機の導入・普及環境の整備

3 整備人材

1

1

1

1 1

4

1

4 民間事業者

3

2

2

1

育苗・田植えの
コストが下がる

長期（～10年）

1

1

1

4
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